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あらまし 我々は，台所における調理活動の支援に注目している．料理を上手に仕上げるためには，技術や用語に関

する知識だけでなく，調理方法に関するコツが重要だと考えられる．そこで，本研究では大量の料理レシピからコツ

を抽出し，任意の料理レシピの調理手順に補足して提示することを目指している．本報告では，料理レシピの補足情

報欄から料理の味に関するコツを抽出する手法について検討した結果を紹介する．
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Abstract We are focusing on the cooking support in a kitchen. In order to cook well, not only knowledge tech-

niques and the terms but also tips on the cooking process are important. Therefore we are aiming at supplementing

an arbitrary recipe with tips mined from numerous cooking recipes. In this report, we describe a method for

extracting tips on taste in supplementary information of cooking recipes, together with the result of its evaluation.
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1. は じ め に

近年，情報通信技術により家事を支援する技術に対する需要

が高まっている．我々は，そのなかでも比較的 IT化が遅れて

いる台所における調理活動の支援に注目している．一般に，料

理は食材や調理方法に関する豊富な知識や経験を必要とする．

料理の知識には，技術や用語に関する知識と上手に調理するた

めの知識や経験，いわば料理に関する “コツ”の 2種類がある

と考えられる．前者が不足する場合には，調理方法が分からず，

失敗することがある．一方，後者が不足する場合には，成功は

しても上手に仕上がらないことがある．

前者の習得を支援する手法として，Hamadaらは料理番組映

像を料理レシピにおける調理手順に対応付け，必要な映像を見

ながら調理できる “Happy Cooking”を開発した [1]．また，道

満らは任意の料理レシピの調理動作に料理番組映像を細かく対

応付け，提示することで調理動作の視覚的な理解を可能とする
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1.卵を割りほぐす

2.卵に砂糖と塩を入れ混ぜる

3.卵焼き器を温め，卵を入れて巻いていくと出来上がり

コツ:最初の芯になる部分は早めに丸めて、半熟状に

卵…2個

砂糖…小さじ1

塩…小さじ1/3

材料

手順

玉子焼き

図 1 コツを補足した料理レシピの例

“Video CooKing”を開発した [2]．また，志土地らは料理初心

者を対象として，料理レシピ中の分かりにくい表現を補足する

手法を提案した [3]．しかし，これらの手法は既に料理レシピに

書かれている内容に直接関わる情報を補足することしかできな

い．また，鈴木らは食材上に情報を重畳表示する調理支援シス

テムを提案した [4]．このシステムは具体的な調理方法を提示し

たうえで実際に調理させることで知識と経験の習得を支援する

ものであるが，コツを習得させるものではない．

そこで，本研究では料理レシピ中の各手順に関わるコツを補

足する手法を検討している．図 1は玉子焼きを半熟にするコツ

を手順 3に補足した料理レシピである．このように補足すると

注意点が明確になり，上手に調理する方法が分かるようになる．

任意のレシピに対してコツを補足するためには，大量の料理

レシピから似た状況におけるコツを収集する必要がある．Web

上の料理レシピ投稿サイトには，材料，手順等の情報のほか，

補足情報欄があり，コツが記載されることが多い．本研究では

これを利用することにしたが，補足情報欄に記述されるコツに

は様々なものがある．我々はこれを以下の 4 種類に分類した:

1)調理手順に直接関わり，料理の仕上がりを左右する味に関す

る記述，2) 食材の置き換えに関する記述，3) 料理の保存方法

に関する記述，4)その他の記述．このうち，調理手順を直接補

足するのに適したものは，味に関するコツである．そこで，本

報告では補足情報欄から料理の味に関するコツを抽出する手法

について検討した結果について紹介する．

2. 提 案 手 法

提案手法は，学習段階と識別段階からなり，ナイーブ Bayes

分類器を用いることで，補足情報欄の記述を味に関するコツと

その他の記述に分類する．ここで，ナイーブ Bayes分類器は，

各クラスである特徴が出現する生起確率と事前確率から事後確

率を求め，最も事後確率が高いクラスに推定する分類器である．

学習段階では，識別器構築に向けて，学習用に用意した味に

関するコツとその他の記述を用いて生起確率と事前確率を求め

る．本手法では，調理動作の前後の品詞系列を特徴量とした．

図 2のように入力された文章を形態素解析し，調理動作を基準

とした品詞系列を抽出し，各クラスで系列パターンの生起確率

を求める．また，事前確率は学習に用いた味に関するコツとそ

の他の記述の比率とした．

識別段階では，学習段階と同様に，入力された文章から品詞

系列を抽出する．学習段階で得られた各品詞系列の生起確率と

事前確率を用いて事後確率を求め，事後確率が高い方のクラス

に分類する．

エビ/は/焼き/すぎ/る/と/かたく/なり/ます

食材/助詞/動詞・連用形/動詞・基本形/助詞

図 2 調理動作の品詞系列の抽出例（前後 2 形態素の場合）

表 1 実 験 結 果

手法（品詞系列パターン） 適合率 再現率 F 値

提案手法 1（全て使用） 0.70 0.71 0.70

提案手法 2（前 2・後 2 の場合） 0.70 0.49 0.58

提案手法 3（前 1・後 2 の場合） 0.65 0.68 0.67

提案手法 4（前 2・後 1 の場合） 0.68 0.66 0.67

比較手法（なし） 0.58 0.92 0.71

3. 実 験

クックパッド（注1）に掲載されている料理レシピの補足情報欄

から取得した記述に対し，提案手法による味に関するコツの抽

出性能を評価した．学習用には味のコツ 568 件，その他の記

述 511件を用いた．また，評価用にはそれらとは別の味のコツ

170件，その他の記述 222件を用いた．

調理動作の前後 2形態素，前 1・後 2形態素，前 2・後 1形

態素から得た 3種類の品詞系列パターンについて生起確率を求

め，3種類を組み合わせた場合と，個別に事後確率を求める方

法で評価した．比較手法は，調理動作の前後 2形態素の品詞か

ら個別に生起確率を求める方法で評価した．

実験結果を表 1に示す．提案手法 1は提案手法 2–4よりも識

別精度が高い．これは，前 2・後 2の品詞系列は組み合わせが

膨大になり，本実験で用いた学習データでは生起確率が求まら

ない場合があったが，他の品詞系列を組み合わせることで補え

たためであると考えられる．また，提案手法は，比較手法より

適合率が高く，F値はほぼ同じであった．本研究では大量の料

理レシピから抽出することを想定しており，再現率よりも適合

率が高い方が望ましいため，提案手法の有効性を確認した．

4. ま と め

本報告では，料理レシピ中の調理手順にコツを補足するため

に，補足情報欄から味に関するコツを抽出する手法の検討結果

について紹介した．今後は，抽出性能の向上に加えて，実際に

料理レシピにコツを補足する手法を検討する必要がある．
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（注1）：クックパッド（株）：“Cookpad”（http://cookpad.com/）
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